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第１０２回（令和７年度）草津市障害児(者)自立支援協議会 定例会                      

                      と  き   令和７年１１月１４日（金）午前 9：30～ 

                                        ところ   草津市役所８階 大会議室 

Ⅰ. 全体会（第１０１回）のアンケート結果                          （P1～6） 

                                                                           資料１ P２ 

Ⅱ． 草津市障害児（者）自立支援協議会                          （P7～39） 

部会等の報告                                報告者 

(１)相談支援部会                             おひさまはうす 中村会長           資料２ P３ 

(２)こども支援部会                           発達支援センター 倉田所長補佐      資料３ P５ 

 ・障害児相談支援事業所連絡会 

 ・医療的ケア児の会議 

 ・放課後等デイサービス事業所連絡会 

 ・児童発達支援事業所連絡会                                                                                    

課題別懇談会                                  報告者                                     

（1）「にも包括」の推進のための検討会            基幹相談支援センター 片岡         資料４ P６ 

（2） 生活介護事業所における行動障害を 

呈する人の支援者懇談会        

(3) 移動支援や日中一時支援事業の 

実態把握からの検討（懇談会）       基幹相談支援センター 片岡         資料５ P７ 

(４) グループホーム設置事業者懇談会                                           報告事項無し                              

    (５) 重心（医療的ケア含む）障害児者    

の入浴機会のモニタリング                                        報告事項無し                     

    (６) 障害者差別解消支援地域協議会の検討会     草津市障害福祉課 山元係長      資料６ P９  

                                                              

Ⅲ．（湖南地域障害児（者）自立支援協議会            報告者 

（1） 連携会議                                                                 

    （２） 進路部会                                 草津養護学校  西川先生               

    （３） 重症心身障害児者 

・医療的ケア児等支援推進チーム         発達支援センター 倉田所長補佐     資料７  P２２         

    （４） 行動障害支援ネット                      基幹相談支援センター  片岡        資料８  P２５ 

    （５） 作業部会                                      

    （６） 就労選択支援事業に向けた検討会                                          資料９  P２６                   

                                                                 

Ⅳ． トピック  

     障害者差別解消支援地域協議会について                                          

                              滋賀県健康医療福祉部 

障害福祉課 企画・共生推進係  

主査 岡田拓也 様 

Ⅴ.  事業所・活動紹介、研修案内 （パンフレット等の配布）                                     P３２ 

 

次回の草津市障害児(者)自立支援協議会の日程（令和７年度） 

 

 

 

 

開催日       令和 8年 １月２９日（木）   

時  間            9：30～11：30  

場  所       草津市役所 ２階  特大会議室 
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令和７年９月１９日 草津市障害児（者）自立支援協議会（第１０１回定例会議アンケート）  

まとめ 

                                      ＊回答数２９名/参加者７４名  

所属について                              (内グーグル６名)  

  

 

 

 

 

 

 

● １ 前半の報告を受けて協議会の活動を理解できましたか？ 

 

     

 

 

 

● ２ 本日の後半のトピックの内容についての意見 

(テーマ : 就労選択支援事業について) 

 

１ よく理解できた １６ ２    ９ ３  ３ ４   １ 

５ わからなかった      無記入         

 

● 3 協議会の希望の開催時間帯について (重複回答あり) 

  

午前開催 
9:30～１１：３０ 

(従来通り) 
    ２４ １０:０0～１２：００     ６ 

午後開催 

13:00～１５：００ ２ 13:30～１５：３０ ３ 

１４：００～１６：００ １ 無記入  

 

● ４ 協議会の希望の開催時間について (重複回答あり) 

  

1時間程度    １  １時間３０分程度 １７ ２時間程度  １３ 

無記入          

 

●５ 協議会で取り上げたい内容についての提案 

・ 報告だけではなく、現在の草津の動向や課題など、協議会に参加することで得られる情報を伝えて欲しい。 参

加者からの質疑応答など参加型も試してみたらどうか。 

・ 就労選択がはじまってどう変わったのか。 

 

● ６ その他、協議会に関する意見 

・ まだ、放デイに勤務して時間がたっておらず、知識不足を実感した。調べながら聞くことができた。 

  就労支援事業が１０月から始まるとの事。少しフワッとしている気がした。 

・ 実施された会議の報告書があると分かりやすい。口頭だけでは分かりにくい。就労選択支援について、質問がで

きてよかった。 

相談支援事業所（者） ６ 福祉サービス事業所（者） １３ 

保健・医療関係機関 １ 教育関係機関 ２ 

就労関係機関 ４ 権利擁護関係機関  

当事者団体  関係行政機関 １ 

その他（相談支援機関）  その他（隣保館）  

その他（無記入）  無記入 ２ 

１ よく理解できた ９ ２ １３ ３ ４ ４ ２ 

５ わからなかった  無記入 １      

資料 １ 
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R７年度 草津市自立支援協議会 部会活動報告  

部会名 相談支援部会   （会 場）草津市立障害者福祉センター 報告者 中村 順子 

部会長 中村（おひさまはうす） 

副部会長 石本（はたらこっと） 

構成機関 

 

アザレア、栄寛、大地、ケセラセラ、ディフェンス、はたらこっと、風、ぽアソ、ほっとココ、歩歩、わかた

け、おひさまハウス、風彩、クロスロード、 ビバーク、りんくる、草津市発達支援センター、  

草津市障害福祉課、草津市立障害者福祉センター、基幹相談支援センター 

事務局 草津市基幹相談支援センター（中村・片岡） 

今年度のねらい 
●地域課題の共有と検討、情報共有                                                         

●ケース支援に関する課題の解決等を事例を通して検討する。 

回数・開催日時 年間 6回開催 （開催時間はいずれも 13：30～15：30） 

【第 4回】 

１０月９日（木） 

〇参加数：１５名 

〇参加機関数： 

１２事業所 

（機関） 

〇欠席： 

8事業所 

 

【内 容】 

前半（13:30～14:30） 

【情報提供】 

草津市から 

●近江学園の年末年始の短期入所利用についての報告 

●就労選択支援事業の開始にあたっての報告 

＊圏域の全体説明会での内容と草津市独自の取り扱いとなる箇所の確認 

 ＊指定特定相談支援事業所との連携について 

 ＊圏域版「就労選択支援事業サービス等利用計画案（セルフプラン）」に関して 

 ＊就労アセスメントについて（草津市独自の「簡易アセスメント」は廃止する。） 

 ＊就労選択支援と他のサービスとの同一日の利用について 

 ＊中立性の確保について 

●新規受け入れ可能件数の確認 

 

【検討事項】（事務局から） 

●スキルアップ研修パート 2の開催について 

●次年度相談支援部会の取り組みにかかる検討 

 

後半（14:30～15:30） 

・事例検討 

  ・事例提供 風彩 松井相談員 

（事例）  思春期を迎えた児童の支援共有や事業所連携の難しさについて 

 【課題】 

  相談員が孤立しないようにする体制が必要・相談員が相談できる場所つくり、 

事業所が行うべき役割を確認する機会を持つこと。学校や医療との連携強化が必要他   

 ＊利用者・事業所・相談支援専門員の連携や信頼関係構築にかかる課題も提示された。 

 

 

 

 

 

資料 ２ 



4 

 

 

相談員サロン（障害者福祉センターと ZOOMのハイブリット開催） 

 

 

日   時 参加者 主な内容 

【第 5回】 

９月２６日（金） 

１２：００～ 

   １３：００ 

７ 人 防災に関する話題 

 

【第 6回】 

１０月２２日（水） 

１２：００～ 

   １３：００ 

５ 人 ＊会場都合にて ZOOMのみの開催。 

・相談支援専門員のスキルアップにかかる課題に対し、長い経験のある相談支援専

門員からアドバイスが得られた。 

 

 

【第７回】 

１１月２８日（金）  １２：００～１３：００  
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令和７年度こども支援部会 

 
◆関係会議 

（１）草津市放課後等デイサービス事業所連絡会 

 

【目的・内容】 

市内事業所の横のつながりを深め、質の高いサービス提供を進めるため交流会と研修会を実

施  

       

【参加機関】市内事業所 

 

〇情報交換交流会 

日程 内容 

第４回（予定） 

１１月２１日 

・日頃の事業所運営にかかる意見交換 

 

 

〇研修検討会議・研修会 

日程 内容 

第２回研修会 

１０月２０日 

 

・湖南圏域行動障害ネットの学習会に参加 

「行動障害のある方の理解と支援」 

講師：滋賀県発達障害者支援センター 副所長 桜井 弥生 氏 

参加者：１１事業所３０名（草津市内放課後等デイサービス事業所） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ３ 
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『精神障害のある方の支援を考えよう』 
 

開催日：令和 7 年 1１月 5 日（水） 

時 間：１０：００～１２：００ 

場 所：南部合同庁舎 ４階 ４A 会議室 

対象者：相談支援専門員と精神福祉分野に携わるかた 

内 容：1. 開会挨拶  

2. 講義  滋賀県南部健康福祉事務所（草津保健所） 

地域保健福祉係 主任保健師 北森 紗也香様 

                「圏域に住む精神障害者の状況について」 

3.  事例発表 地域生活支援センター風  所長  田中 好美様     

４.  グループワーク 

5. 総評   滋賀県南部健康福祉事務所（草津保健所） 

地域保健福祉係 主任保健師 北森 紗也香様 

6. 閉会   アンケート記載後、解散 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 参加者所属について （重複回答有） 

   

 

 

 

 

相談支援事業者 ２２ 福祉サービス事業者 ４ 

保健・医療関係機関 １ 教育関係機関  

就労関係機関 １ 権利擁護関係機関 ２ 

当事者団体  関係行政機関 ３ 

その他(高次脳機能障害支援センター) １ 無記入 １ 

資料 ４ 
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移動支援や日中一時支援事業の実態把握からの検討（懇談会）報告 

 

 

移動支援事業所懇談会のアンケート調査における課題のまとめ 

 

 

１）草津市移動支援事業の報酬が低くて困っている。    

草津市障害者移動支援事業は、平成 27 年 1 月 1 日要綱改訂以降改訂がされていない。今秋には

最低賃金の改定も予定されており、物価上昇も続いており、移動支援事業所にとって大きな負担

が続いている。障害福祉サービス報酬等定期的に改訂されているので、草津市地域生活支援事業

においても事業所運営が安定継続維持につながるよう定期的な要綱等見直しをすべきである。 

 

 

２）移動支援利用対象者の「身体介護を伴わない」と判断された場合、収支が合わない。 

「身体介護を伴わない」障害児者への移動支援サービス費用は低すぎる。移動支援で身体介護

を伴わない方との 30 分未満の移動支援については、30 分未満 1050 円では、どのような支援が

提案できるのか提案が難しく、断りをしている状態がある。 

移動支援利用者におかれては、身体介護が伴わないと判断された方でも、精神面から生じる心

身的サポートが必要な方にも対応している。支援者は、どの利用者にも心身共に寄り添った支援

に徹している。 

 

３）人材が確保できない。 

  ヘルバーの有資格者を確保することだけでなく、無資格者であっても、職員募集をしてもなか

なか応募が無い。事業所内で無資格者の資格取得までの養成が困難で、ある程度の実習を受けて

もらった後で、実働してもらわないと経営面でも成り立たない。 

 

４）公共交通機関や移動にかかる環境がしっかりと整っていない。 

草津市の地域性として公共交通機関利用に関しては、JR 最寄り駅までは自家用車利用が多い状

況がある。障害のある方が公共交通機関利用の経験を重ねることが難しい地域性はあると考える。

アンケート調査からも車利用希望が多いことが分かった。車利用移動支援については、事業所の

コスト・人件費等課題があり、利用希望に応えづらい状況がある。公共交通機関利用促進につなが

る啓発促進や、移動支援運転手確保、歩道等バリアフリー化を進める必要がある。 

 

 

 

 

資料 ５ 
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令和 7 年 11 月吉日 

草津市長 

  橋川 渉 様                            

 

                          草津市障害児（者）自立支援協議会 

                           課題別懇談会 移動支援や日中一時支援事業の実

態を把握からの検討（懇談会）  

 

 

移動支援実態把握アンケートからみえる地域課題への提言書（案） 

 

 

移動支援や日中一時支援事業の実態を把握からの検討（懇談会）では、草津市地域生活支援事業移動支援

登録事業所として支援上抱えている課題を事業所間で共有し、またアンケートとして集約することがで

きました。今回それらをもとに以下のように提言いたします。 

    

1． 「草津市移動支援事業の考え方について」「草津市障害者移動支援事業実施要綱」を改正する必要

がある。 

１）報酬を次のように対応する必要がある。 

・障害福祉サービスの通院等介助・同行援護・行動援護等の報酬程度に引き上げる。 

・地域生活支援事業の継続のために、運営費用の定期的な見直しを行い、今後行われる障害福祉サ

ービス報酬改正（福祉・介護職員等処遇改善加算や福祉・介護職員等ベースアップ加算等を含め）

と連動した地域生活支援事業報酬改正の見直しとなるようにする。 

 

２）移動支援利用対象者の「身体介護を伴わない」の判断基準を撤廃すべき。 

 

３）「ヘルパー」（有資格者）以外でも、一定の研修を受けた後に資格取得までの期間に支援がで

きる様にすべき。 

 

 

２. 移動支援を楽しめる地域の環境整備をする必要がある。 

・市内を循環するバスの便数・ノンステップバスの便数を増やす。 

・障害福祉サービスマップなどの作成を行い、情報へのアクセスをしやすくする。 

・歩道や横断歩道、横断歩道橋等、安全に移動することができる様にバリアフリー化を早める。 

 

以上 
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資料 ６ 
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湖南地域障害児（者）自立支援協議会 重度障害者部会 

 

重症心身障害児者・医療的ケア児等支援推進チーム 

 
【目的・内容】 

重症心身障害児者・医療的ケア児等が住みなれた地域で健やかに成長発達できるた

めの効果的な取り組みを検討し、支援を推進するため支援推進チームを設置する。 

【参加機関】（事務局：重症児者相談支援センターびわりん、湖南４市障害福祉課、

草津市発達支援センター、草津保健所） チーム会議には事務局に加えて訪問看護

ステーション「オリーブ」、「ちょこれーと。」、「かたつむり」、障害福祉サービス事

業所アシスト Nicoぱせり、通所支援事業所 YELL、草津養護学校、野洲養護学校 

 

 

日程 内容 

 

第３回 事務局会議 

１０月２９日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇通学支援の取り組みについて 

・医療的ケア児童生徒の通学に係る保護者支援事業に

関する県要望の結果 

・今後の通学支援の対応 

〇シンポジウムについて 

・重症心身障害児者・医療的ケア児等と家族の暮らしを

みんなで考えるシンポジウム 

当日スケジュールと役割分担等について 

＊シンポジウム日時：令和７年１２月６日（土） 

１３時半～１６時 

開催場所：草津市立市民交流プラザ 大会議室 

オンデマンド配信（収録したものを後日配信） 

 

 

資料 ７ 



23 

 



24 

 

 



25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ８ 
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資料 ９ 
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Ⅴ.  事業所・活動紹介 

  研修案内
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